
2014年度北陸電力グループの主な取組みについてお知らせします。
北陸電力グループは、「電力の安定供給を守り抜く」「更なる効率化に挑戦し、競争力を高めていく」「個人・組織の能力を最大限
発揮する」「地域社会から信頼いただく」の経営方針のもと、以下の取組みをはじめとする様々な取組みを着実に進めることに
より、北陸地域の更なる発展とともに歩む「皆さまから信頼され選択される北陸電力グループ」を目指してまいります。

▶ 当社は、原子力安全・保安院からの指示文書「敷地内破砕帯の追加調査計画の策定について（指示）」（2012年7月）に基づき、追加調査
計画を策定し実施してきた調査結果について、2013年12月、最終報告書を取りまとめ、原子力規制委員会に報告いたしました。

▶ その後、原子力規制委員会有識者会合による現地調査（2014年2月）において、当社のこれまでの調査結果に基づき、しっかりとご説
明いたしました。評価会合（同年3月）の内容も踏まえ、引き続き、志賀原子力発電所の安全性についてご理解いただけるよう、丁寧な
説明に努めてまいります。

▶ 東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故を受け、「電源確保」お
よび「冷却機能の確保」、「発電所敷地内への浸水防止」などの観点
から、志賀原子力発電所における津波等に対する「安全強化策」を
着実に実施してきました。

▶ 志賀原子力発電所の早期再稼働に向け、地域の皆さまにご安心い
ただけるよう、より一層の安全対策に取り組み、新規制基準をク
リアするとともに、世界最高水準の安全性を目指してまいります。

▶ 富山新港火力発電所石炭１号機をリプレースし、ＣＯ２排出量を大幅に低減
できるＬＮＧ（液化天然ガス）を燃料とする当社初のコンバインドサイクル
発電設備※1を導入いたします。

▶ 将来にわたり環境にやさしい電気をお届けしていくため、再生可能エネルギーの導入を着実に進めてまいります。

これまで、2020年度までに、発電電力量８千万kWh/年程度の拡大(2007年度対比)を目標に進めてまいりましたが、
既設設備の改修などの取組みをさらに拡大し、１億kWh/年を新たな目標として取り組んでまいります。　　

▶ 当社は、厳しい経営環境に対処するため、あらゆる分野に
関して、組織・部門・グループの垣根を越えた徹底的な効率
化に一丸となって取り組んでまいりました。
　2014年度についても、資材調達価格、燃料費、人件費および
諸経費の低減に取り組むなど業務全般において、これまで
の取組みを継続し、更なるコスト低減に向けて努力して
まいります。

（※1）ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた発電設備で、従来の蒸気タービンでの発電と
　　　比較して熱効率が高く、エネルギーの有効活用を図ることができる。

▶ 志賀原子力発電所の停止が継続するなか、水力･火力発電所の補修時期の調整など、供給力の確保に向け可能な限りの対策を講じる
とともに、お客さまに節電・省エネをお願いし、ご協力いただくことにより、安定供給を確保しています。

▶ 引き続き、電力需給安定化に向けて、グループ一丸となって取り組んでまいります。

（※2）ＬＮＧ１号機運転開始による新港地点でのＣＯ２削減量

（※3）当社2012年度調整後ＣＯ２排出原単位を使用して試算（以下、風力発電も同じ）

富山新港火力発電所ＬＮＧ１号機イメージ図

片貝別又発電所建設工事現場

●詳細につきましては当社ホームページに掲載しております。　http://www.rikuden.co.jp/koritsu/

電力の安定供給を守り抜きます

更なる効率化に挑戦し、競争力を高めていきます

＜ＬＮＧ火力建設計画の着実な推進＞

＜再生可能エネルギーの導入拡大＞
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当社グループの日本海発電（株）は、テクノポート福井において、
新たな風力発電の建設計画を進めており、現在、環境影響調査を行っています。
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【2014年３月分（当社試算値）】 前提条件　
・基本料金制の場合：従量電灯Ｂ、契約電流30Ａ、使用量300kWh/月
・最低料金制の場合：従量電灯Ａ、使用量300kWh/月
・初回口座振替割引額(北海道電力、東北電力を除く)、太陽光発電促進付加金、
  再生可能エネルギー発電促進賦課金、燃料費調整額および消費税等相当額を含む

○志賀原子力発電所敷地内シーム等に関する審査への的確な対応

○電源の低炭素化に向けた取組み

○世界最高水準を目指した志賀原子力発電所の安全対策の推進

○電力需給安定化に向けた需給両面の取組み

LNGバース

LNG燃料設備

LNG1号機

発電部門 流通部門 営業部門

お客さま

北陸電力グループ各事業所における節電・省エネの徹底および強化

◎ 水力・火力発電所の補修時期調整
◎ 設備の保守管理の徹底、火力燃料の確実な調達

節電やエネルギーの
効率的利用へのご協力

きめ細かな訪問などを
通じたお願い

連携

電力需給安定化に向けた主な取組み

連携

4m

標高15m
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＜参考：電気料金の水準＞

　　 一般ご家庭での電気料金比較
　　 （従量電灯のモデルによる電力各社比較）
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